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表 紙 の 説 明

中間子科学実験施設

●

当施設は,中間子を用いた基礎科学の研究を推進することを目的として,昭和53

年度に発足しました。第一期計画として,高エネルギー物理学研究所ブースターシ

ンクロトロンを用いた中間子 ビームのファシリティ (B00Mと 略称)が開発・設

置され,パイ中間子やミュオンのビームを用いた原子核・物性・化学の境界領域の

研究がはじまっています。第二期計画としては, "奇妙な"粒子であるK中間子を

用いる研究計画を要求中です。

この写真は筑波分室にある実験室の俯観図で,こ の中には,日玉とも云うべき大

型起電導ソレノイド磁石を用いたミュオン・ チャネルがおかれています。この装置

は,定常的に長時間運転を続けている大型超電導磁石としては恐 らくわが国で唯一 ,

国際的にも数少ないもので,二年前に定常運転に成功 して以来 ,故障や事故もなく,

研究者に良質のミュオンビームを提供 しています。ミュオンは平均寿命 2.2マ イク

ロ秒をもつミクロな磁気プロープで,そのスピンの回転・緩和 (MSRと略称)を

測定することができるので,物質内での磁場や量子拡散をしらべる手段として注目

されています。パルス状であるという世界に例のない特徴を生か して,非常に長い

時間領域の過渡現象を研究 したり,高周波やレーザーをパルス状に印加するなど,

これまでになかった領域が開拓されつつあります。

この実験施設は理学部の教官・学生をはじめとして東京大学内外のユーザーに開

放されており,それにふさわしい運営形態をとっています。これまで強磁性,弱強

磁性,ス ピングラス,量子拡散,格子欠陥,水溶液,炭化水素中の ミュオニウム生

成 。緩和,原子核によるミュオン捕獲,パイ中間子捕獲などの研究が行われ,理学

部物理学科,化学科,工学部金属材料学科,原子力工学科,工業化学科 ,原子力総合

センター,物性研究所,医科学研究所の他 ,大阪大学,筑波大学,理化学研究所 ,

カリフォルニア大学,ブ リテイッシュ・ コロンビア大学等,他の研究機関からの研

究者 も参加 しています。この施設の詳 しい紹介は,UT一MSL NEWSLETTER

をもって行われ,近 日中に「要覧」も刊行される予定です。

中間子科学実験施設

山 崎 敏 光
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話の媒触

0

世に触媒と名の付 く物質は多いが ,そ の中で も

最 も優れたものの一つが生体内に存在する酵素で

あろう。身近な酵素 としては根瘤バクテリアの中

に存在 し,空中窒素を固定・還元 してアンモニア

を合成するニ トロゲ ナーゼを挙げることができる。

一方 ,人間が作り出 し,最 も完成された触媒の一

つにHarberに よって発見されたアンモニア合成

用の二重促進鉄触媒 (Fe■1203~K20)が ある。

触媒の本質を理解する上で,こ の特徴ある2つ の

触媒を比較することは興味深い。

ニ トロゲナーゼは分子量数十万のモリブデン 0

鉄蛋白と分子量数万の鉄蛋白から構成されている。

反応は pH7-8の 水溶液中,常温常圧で進行す

るが ,種々の研究結果から窒素分子の固定は ,モ

リブデン・鉄蛋自で起り鉄蛋白は電子伝達系と連

結 して配位窒素分子を還元するための電子を供給

すると考え られている。一方,工業的なアンモニ

ア合成は二重促進鉄触媒上で窒素 と水素を用い
,

200℃以上数百気圧の条件で行われるが,こ の場

合,鉄は還元鉄の状態でなけれはならず ,酸素や

水は微量でも反応を阻害する。このように同じ鉄

を主成分とする触媒でありなが ら反応条件が著 し

く異なる理由として ,一つには反応経路の違いが

挙げられる。

二重促進鉄触媒上では吸着 した窒素分子の二重

結合を切断するのに十分な電子が一度に供給され ,

鉄表面上に吸着解離窒素ができる。次にこの解離

窒素が解離水素により順次水素化されアンモニア

を生成する。この反応経路 における律速段階は窒

素分子の解離であり,こ の段階のために 200℃以

上の高温を必要 とする。又,酸素や水が存在する

と還元鉄が酸化 され,窒素を解離させるための電

内 藤 周 式 (化学 )

子の供給が不十分となり,反応が阻害される。一

方,ニ トロゲナーゼでは窒素分子の配位はモ リブ

デン・鉄蛋自上で起るが,配位 した窒素分子はそ

のままでは解離せず ,電子伝達系を通 して 2電子

づつの段階的還元を受け,N― H結合を作った後

にN一 N結合が切れてアンモニアになるものと考

え られている。この機構の場合はN一 N結合を残

した窒素の部分水素化物の合成 も可能であり,事

実,酵素系や酵素類似の触媒系ではヒドラジンの

生成が確認 されている。以上のようにニ トロゲナ

ーゼでは窒素の固定サイ トと電子の供給が分担さ

れ又,電子の供給が うまく調節されているために

温和な条件で反応が進行 し得るわけである。

このように,窒素分子の還元のような簡単な反

応を例にとっても,触媒反応に於ては反応物を配

位させる活性サイ トの性質,特にその電子状態や
,

サイ ト周辺の環境 ,カ ップルし得る酸化還元サイ

クルの存在が,反応の活性や選択性を支配する因

子として非常に重要であることが解 る。活性や選

択性のよい触媒を作るためには,こ れ らの諸因子

をうまく組み合せる事が必要だが,こ の作業は非

常にやっかいで試行錯誤的な面の多いのが実情で

ある。活性サイ トの電子状態を変化させる方法と

しては,錯体触媒では配位子や溶媒を変えてみる

こと,固体触媒では合金を作 ったり,種々のプロ

モータを添加 してみる手法がよく用いられる。最

近の表面科学の分野における電子分光法の著 しい

進歩により,金属単結晶の結晶面による反応性の

違い,特にステップやキ ンク面での高い反応性が

明 らかにされつつあるが,こ れも各結晶面におけ

る金属原子の電子状態の違いと密接に結びついて

いる。さらに単結晶面上を適当なイヒ学種で規則的
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に修飾することにより,反応の活性や選択性がど

のように変化するかを調べる研究 もなされ始めて

いる。

反応の場を制御する試みとしては, ミセルの中

やゼオライ トのケージの中で反応を行わせたり,

有機金属錯体では非常にかさ高い配位子を用いる

ことにより活性点周辺を修飾する方法がとられて

いる。均一系 の触媒反応では,電極反応が,手軽

に組み合わせ得る調節可能な電子伝達系の役目を

する。不均一系では,半導体を用いた光触媒の研

究が近年よく行われており,こ れも電子伝達系と

して利用できる。酸化チタンの表面に酸化鉄を担

持 した触媒上で光照射により室温で水と窒素か ら

アンモニアが合成される反応はその一例 である。

さらにごく最近では酸化チタンに白金を担持 した

触媒上で,光照射下 ,水 とメタンとアンモニアか

ら種々のアミノ酸が合成される事が報告されてお

り,今後ますます興味深 くなる分野と思われる。

均一系 ,不均―系を問わず触媒反応において選

択性をいかに制御するかは重要な課題であり,そ

の支配因子の解明は反応機構のより深い理解につ

ながる。これは今日実用的見地からも重視されて

おり,例えば石油の代替エネルギー源を合成でき

るとして期待されているF isher― Tropsch反 応

では,一酸化炭素 と水素か らガソリン成分の炭化

水素だけを合成 したり,工 タノール,酢酸,エチ

レングリコールのみを選択的に合成できる触媒の

開発が急がれている。その際の指針となるのがす

でに述べたある反応経路だけを専ら進行させうる

活性サイト構造の解明とその組み立てであり,有

機化学や無機化学の分野を含めた綜合的な “触媒

デザイン″の新たな展開が大いに望まれる。

久城教授の学士院賞受賞

久城教授が学士院賞を授賞された。「造岩物質の

実験岩石学的研究 時 にこれによるマグマ論への

寄与 )」 が授賞事項である。大変おめでたいこと

である。この際,久城教授の業績や研究の特色な

どについて簡単に紹介させて頂きたい。

久城教授が学生時代から二貫 して研究を続けて

こられたのは,マ グマに関連 した火成岩岩石学で

あ った。登山,ス キーに親 しみ,高校時代か ら地

質学に興味をもたれていた久城教授は ,卒業論文

か ら引き続き,新潟県,温海 (あ つみ)の ドレラ

イ トの分化を研究され,博士号を取得された。こ

の研究に関連 して,本源マグマの問題に取り組まれ
,

その後華々 しく開化する研究の出発点となる予察

的論文を発表 しておられる。火成岩岩石学の発展

をみると,前世紀の記載岩石学のみの段階から,

中 村  保  夫 徽 養学部宇宙地球科学 )

カーネギー研究所のボーエンによって相平衡論を

基礎とした反応原理が確立され,続いてマグマの

結晶分化が各地で実証され,よ うやく本源マグマ

の成因が中心課題になっていた。若き日の,ま だ

毛髪密度の高かった久城教授は博士課程修了後直

ちにカーネギー研究所 に行かれ,Mg2 Si04
~Si02~CaA 1204系 , 一NaAlSi04系にお

いて,フ オルステライ トとエンスタタイ トの初相

領域境界が圧力の増大とともに Si02に乏 しい側

に移動することを実験的に明らかにされたが,こ

れは本源マグマとしてのアルカ リ玄武岩 とソレア

イトが同 じマントルの部分溶融によって,異 る深

さで生 じ得ることを明らかにしたものである。

これが第一期の主な業績とすれば続 く第二期は

水を含むいろいろな系での高圧実験である。前述
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の水を含まない場合と全 く逆に,圧力の増大とと

もにフオルステライ トの初相領域は拡大 し,エ ン

スタタイトのそれとの境界は S io2に富む側 に移

動する。この結果により,島孤系や大陸縁にみら

れるカルクアルカリ岩系のマグマの成因と,こ れ

らの地域の前縁で沈み込む古い海洋プレート中に

含水鉱物として保持されている水が脱水反応に

よって放出される過程とが結びつくこととなり,

プレートテク トニクスの発展にも関連 してその地

球科学的意味は大きく,そ の後の多 くの発展的研

究の基礎をきずいた。この業績にはもう 1つ の重

要な意味があった。高水圧下でのメル トの関与す

る系の実験は,そ れまで含水鉱物が関与 した場合

にほとんど限 られていた。これに対 して,こ の実

験では含水鉱物はあらわれない。水が加わること

によって生 じるメル トそのものの構造変化が相平

衡図に直接的に表現されて くるのである。このこ

とが次の第二期 (1975年以降)の研究につながる。

珪酸塩メル トの高圧下における構造変化及び密

度 ,粘性率 ,拡散係数等の物理的性質に関する実

験的研究である。天然のマグマに近い多くのメル

トの粘性率が ,圧力とともに減小することが確立

されたのは特に重要であろう。マントルにおける

部分溶融で生 じたマグマの濃集と上昇,上部マン

トルや下部地殻の層状構造の成因に関 して重要な

パラメーターを提供 した。これらの研究の過程で

多くの新 しい実験技術が開発されたことはいうま

でもない。現在この分野は ,久城教授とそれにつ

ながる日米両国のグループの独壇場である。久城

教授は以上の他にも,マ ントルざくろ石かん らん

岩,ス ピネルかんらん岩の相平衡,諸輝石の安定

領域 ,月 の玄武岩や大洋底玄武岩の成因,隕石中

のコンドリュールの生成環境の推定など,数多く

の,主 として実験岩石学上の業績をあげておられ

る。

共同研究ももちろん多いが,主要なお仕事は ,

ほとんどすべて御自身が実験されたものである。

現在 も高圧下のメルト中のSi,Na,0の拡散の実

験を,こ のところかなり進行 した老眼にむち打 っ

て (上眼使いに)と り組んでおられる。行動の人

である。

久城教授の研究の特色は “要領のよさ"に ある。

これなくして,こ んなに多 くの業績 は不可能で

ある。この “要領のよさ"は ,複雑な自然系の間

題点をみぬき,本質を損わず単純化 し,簡単な系

の問題に帰着せ しめる天才的な洞察力と,やみく

もに強行突破を試みるのではなく,極めてエレガ

ントに実行する秀れた
α
計算力"と をあわせたも

のとほゞ同義であろう。凡人のな し得る業ではな

い 。

以前は,ほとんどの実験はカーネギー研究所で

行われて,東京におられる間は,次の問題を煮つ

めておかれ, ワシントンに着かれた翌日から猛然

と実験をはじめられるのが常であ ったが,近年 ,

地質学教室でもようや く実験設備がととのい,御

自身の研究のみならず,若い研究者がどんどん実

験出来るようになったことは大変よろこば しいこ

とである。

授賞決定のとき,筆者はパ リにあって最近帰 日

したのであるが,門下生はまだ授賞のお祝いがで

きないで困 っていた。その話を持ち出すととたん

に御機嫌が悪 くなるので誰 も言い出せなくなって

しまったとのことである。筆者が改めてお願いし

ても,ど うして もいやだとおっしゃる。要するに

我々の前でテレておられるだけのことらしいのだ

が,ど うしようもない。初めてのことでまわりも

不慣れであ った。久城教授はまだ48才 とお若 く,

これか らも次々とすばらしい業績をあげられ,い

ろいろと授賞される機会 も多いだろうか ら,こ の

次からは,ま わりでうまく立ち回 って有無をいわ

さず盛大なお祝いをやって しまおうと思 っている。
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江上先生の思い出

江上不二夫先生は,東京大学を昭和46年 に退官

されたあと,三菱化成生命科学研究所の初代所長

として同研究所の設立とその発展に尽力された。

一昨年,同所長を辞されてからは名誉所長として,

又,52年からはオパーリンのあとを継がれた「国

際生命の起源学会」会長として,多 くの仕事を精

力的に進められる御多忙な毎日をすごされ,同時

に御自身の研究活動を依然として続けておられた。

その先生が,昨年末より肺癌のため入院を繰り返

され,遂に昭和57年 7月 17日 ,御逝去された。と

ても病気になられるような先生とは誰しも思って

いなかっただけに,ま ことに痛恨に堪えない。生

化学界は勿論,広 く生物科学界はこゝに国際的な

指導者を失い,そ の損失は計り知れないものがあ

る。先生が日本の化学の偉大な指導者として,戦

後の日本の生化学の発展に尽された貢献の大きさ

はあらためて云うまでもない。

先生が名古屋大学理学部化学教室から,昭和33

年に東京大学理学部に新設された生物化学教室に

移られてから,多 くの若者達が先生の教室に集り
,

育ち ,現在 ,国内外で活躍されている。それは,

先生が常に若い学生達に学問の深遠な興味を湧き

立たせ,又 ,研究上の壁につき当 った悩める学生

達を大いに勇気づける巧みさをお持ちだったから

である。これは,先生に学問上の若さが人一倍み

なぎっていたからに違いない。先生は,又 ,大変

な読書家であり勉強家であられた。生物化学教室

では,今でも図書室の野口さんが多くの新着ジャ

ーナルの Contentsを コピーして,各研究室に配

る習わしになっている。その青やきコピーが研究

室に配 られるやいなや, コピー片手に図書室に一

番のりされるのは,常に不二夫先生であった。

酒 井 彦 ― (生化)

大学紛争時代の先生は,問題解決のために常に

先頭に立たれていた。「年寄りの僕がこんなに元

気なのに,君達のように若い人がもっと元気を出

さなくっちゃ」と,よ くハッパをかけられたもの

である。先生は,又,仕事の切り替えが非常に早

く上手な方であ った。昭和43年には日本生化学会

会長 ,昭和44年から4年間は日本学術会議会長の

激職にありながら,研究室内での研究指導,教室

と理学部の多くの雑用を巧みにこなされたのは超

人的でさえあった。

先生が東京大学を退官された数年後の或る日,

三菱化成生命科学研究所に先生をお尋ねした折 ,

同研究所について先生の例のユニークな弁舌をお

聞きしたことがある。先生は,基礎科学と企業と

の連がりの問題点を指摘されたあと,御自身の研

究室の研究内容を熱をこめて話され,最後に,
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「ねえ君 ,多 くの人は論文を書 くのに80%し か物

を云 っていない。もったいないよ。僕はね,そ の

残 りの20%で論文がいくらでも書けるんだよ」と

楽 しそうに話 しておられたのは,今でも一つの教

訓として忘れずにいる。

多 くの場合 ,私達は実験の計画を立て,あ る予

想をもって結果を待つ。予想された結果が出れば ,

やっぱりそうかと満足 し,予想に反すればどこか

実験方法 ,手段が間違 っていなかったかと心配す

る。不二夫先生は,常に,こ うなるだろうと思 っ

てやってみて,そ うならなか ったら必ず喜ばれた。

「期待がはずれたからこそ面白いん じゃないの。

自然は期待よりも遥かに偉大なのだ」という研究

上の心得は,先生が生物化学教室におられたとき ,

よく拝聴 した言葉である。

楽天家としての先生は,いつも前だけをみて後

悔されなかった。さあどうしようかと考えて,こ

うしようと決 ったら,そ のように常に前進するこ

とを信条としてお られた。又,生み出すことの喜

び,育て上げることの楽 しみは,先生が常に持 っ

ておられた研究の心であった。それは,新 しい小

さな発見を したときの喜びであり,それを段々と

ス に2え な ,,

ム と諄 っヶス s

"く・・
「

早くのダ・り/3''

ヤ4/tム パ・■ ,か しら
人た0セ tS

工 ′・ の′■・,4s
え

=べ
く り ,く ッ のぼ ソ丼

“
足 わ

^え
ゃ 。|.名 tあ『

ガ 3,

たのこン な パ・も

の電
い
リス・,

1ェ ムゃ多ヘ

大きな仕事にしてゆく楽 しみである。

先生は多くの要職におられた し,国際的にも御

多忙であられた。教育上の名著も多い。 しか し,

研究者としての先生の一面は,強い共感を私達に

与えてくれる。先生が日頃好んでおられた言葉を ,

先生の直筆をお借 りして,最後に掲げさせていた

ゞき,先生の御冥福を心からお祈 りしたい。

本学名誉教授左右田徳郎先生は ,昭和57年 8月

4日肺炎により突如御他界されました。弟子達が

先生の米寿をお祝い申し上げようとしていた矢先

のことであり,誠に痛恨の極みであります。8月

5日 の御通夜及び 6日 の御葬儀は都下常念寺で し

めゃかにとり行なわれま した。またその節は学部

長より御献花を辱 う致 しま した。

左右田先生は明治27年 3月 1日 横浜でお生れに

なり,神奈川県立一中,第一高等学校を経て東京

左右田先生を偲んで

寺 山 宏 (動物 )

帝国大学理科大学に進まれ,大正 7年 7月 同大学

を御卒業と同時に副手を拝命されました。大正13

年には東京帝国大学理学部助教授 として,ま た大

正14年以降は化学教室における生物化学講座を担

当されています。その間先生は米国および ドイッ

を始めとする欧州各国において,文部省及び私費

留学生として生化学の研究をされています。

昭和14年教授に昇任され,昭和29年停年御退官

に至る30年の永い期間を先生は我国理学部におけ
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る最初の生物化学講座の担任として研究教育及び

学会のために多大の御尽力をなされました。

私が大学に入学致 しました頃 (昭和17年 )先生

は既に永い間のグルコスルファターゼの研究を大

成されていられ,その御研究から派生 してホラ貝

粘液成分の研究を始められカロニン硫酸の存在を

発表 していら―れました。また戦時色脅も反映して

ヘパ リンの血液凝固阻止作用に注目しカロニン硫

酸はじめ多糖体硫酸エステルの血液凝固阻止作

用に多大の興味をもって研究を推進されていまし

た。先生のこのような多糖体硫酸エステル類に対

する興味と業績は,門下の人々に多大の影響を今

日に至るまで遺されていると思います。

私の接 した先生は常に物静かな態度で,決 して

大声であ ヽしろこうしろと云われることなく,静

かに見守 っているという感 じで した。先生御自身

も教授室の隣りに広い専用実験室をもってそこで

いつもコツコツ装置を作られたり実験されていま

したが,私共にこれをお話 しになることもな く,

私共もまた畏れ多くてお訊ねすることもありませ

んで した。しかし先生は必ず毎日1～ 2回実験を

している私共の横にスーッと入ってこられました。

先生からは何のお訊ねもないのですが,私共は何

か実験の進行状況や考えをお話 し致さねばとその

都度緊張 したものでした。生憎これといって申し

上げる材料のない時はみじめな思いでもぞもぞし

ていますとやがて静かにスーッと出てゆかれまし

た。

先生のこのように内に巾広 く奥深い心を抱きな

がらしかも常に物静かな薫陶は後進に多大の感化

を与えられました。私は先生に接 した時以来アイ

ンスタインの風貌を感じとっていましたけれども,

過日奥様より先生が洋楽とくにバイオリンに深い

御趣味をもち,親 しい方々とよく合奏されていた

というお話 しを伺い‐層その感を深 く致 しました。

東大停年御退官後は,昭和大学 礫 学部)で御

講義をされたり民間研究所の御相談に応じられて

いられましたが,先生の信条とされた控え目な物

静かな御生活は一貫 して守られているように拝察

致 しております。

私も馬齢を重ね先生に始めて接 した頃の先生の

御年令をこえてしまいまして,今更乍 ら教育のむ

つかしさ研究の果 しなさを海々と感じつつ改めて

先生の抱よう性と謙虚さに深い敬意をおぼえます。

まことに風樹の嘆とも云うべき心地が致 します。

先生には御子息礼典さんに3人 のお孫さんがい

られ夫々立派に御成人されています。今心静かに

先生の御薫陶に感謝 しながらその御冥福を謹 しん

でお祈り致 しますと共に,遺 された奥様の末永い

御健康を心から願ぅてやみません。

●

●

(昭和四年御退官のとき〉
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●

(先生を囲んで Fホ ラ会」, 昭和34年 5月 ,本郷松好にて,

2列 目左から3人 目江上不二夫先生,右端筆1者 〉

策歯策策員お轟策決出轟策よ策よ畿轟轟

^轟
歯策歯議員轟策策轟未轟轟轟歯策轟

山                                  ふ

糞   ◎泥棒がね らっている (盗難注意 )′       糞
尭                              歯

糞   本郷構内は泥棒天国といわれています。いたるところで
素  泥棒(盗難)の被害にあ.っています。あなたのちょっとし
堂  た注意で被害をくいとめられます。

由
歯
出
轟
由
由

f -Fit&Hffifr- ****t***,**t*&*,****,***,dc**,rb***tubd0**dc*,***rh
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《学部消息 》

教 授 会 メ モ

7月 14日 (水)定例教授会
理学部 4号館 1320号室

議 題 (J 前回議事録承認

12)人事異動等報告

0)昭和57年度教職免許教科に関する認定科目表について

14)昭和57年度奨励研究員の受入について

(D 人事委員会報告

6)会計委員会報告

仔)教務委員会報告

18)企画委員会報告

0)そ の他

(次回予定 :9月 8日因 13時 30分 より)

人 事 異 動 報 告

(講師以上 )

所属   官職    氏   名   発令年月日   異動内容      備   考

鉱 物  講  師  田賀井 篤 平  57.7.1   昇  任   鉱物学教室助手より

(助  手)

物 理  助  手  福 谷 博 仁  57.7.1   昇  任   筑波大助教授へ      0
地 物 助 手 平 田  直 57.7.1 採 用

物 理 助 手 天 埜 尭 義 57.7.31 辞 職

地 質  助  手  山 口 寿 之  57.8,1   昇  任   千葉大 (理 )助教授ヘ

物 理  助  手  藤 田   忍  57.8.1   転  出   群馬大 医 )助手ヘ

化 学  助  手  薬 袋 佳 孝  57.8.1   採  用

地 殻  助  手  金 沢 敏 彦  57.8.16   配 置 換   地球物理学科より

″  助  手  平 田  直   ″    ″     ″

(職  員 )

事 務  図書掛長  羽 鳥 浅 子  57.7.1  昇   任   数学科図書職員より

″  事 務 官  新 谷 晶 子  57.7.1 採  用
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外国人客員研究員報告

所属  受入れ教官

動 物 高 橋 教 授

数 学 小 松 教 授

地物研 福 島 教 授

化 学 向 山 教 授

国 籍   氏    名

イタリア Vitaliano Pallini

職

学大ナ
授

現
れ
教

ヴツパ ータル大
学
教 授

フランス国立中
央科学研究所
研究員

ルンド大学
教 授

研究員期間

57. 8. 1
S

57. 9.30

57. 9,  1
S

57. 10.30

57. 7. 1
;

58. 6.30

57. 8. 1
S

57. 9,18

備   考

日本学術振興会
イタリア学術研
究会議との科学
者交流事業

日本学術振興会
外国人招へい研
究者

フランス国立中
央科学研究所

日本学術振興会
外国人招へい研
究者

西 ドイツ Dietmar vOGT

フランス TEB OUL Michel

スウェー S.Gronowitz
デ ン

者航渡外海

所属  官職

人 類 助 手

地 質 助教授

天 文 助教授

数 学 助教授

地 理 助教授

動 物 教 授

物 理 助教授

化 学 助 手

地 理 助教授

氏   名

佐 藤   俊

島 崎 英 彦

小 平 桂 一

松 本 幸 夫

Jヽ 堀   巖

高 橋 景 一

鈴 木 増 雄

佐 藤 春 雄

米 倉 伸 之

(7

渡 航 先 国

ケニア

大韓民国

ドイツ連邦共和
国

アメリカ合衆国

フランス

イタリア
,

連合王国

フランス
,

ベルギー

アメリカ合衆国

高言落属「(じ
'

ガ,フ ィジー
,

バヌアツ,ア メ
リカ合衆国 ,北
マ リアナ連邦

月 )

渡航期間

7. 10～
58. 3. 8

7.11´ウ8.29

7.10～9. 9

7. 3´ψ7. 13

7.25´ψ

59。  7.31

7. 8～ 7.23

7.12-7.26

7.20～
58. 6.30

7. 10´ψ
9。  7

渡  航  目  的

乾燥帯アフリカにおけるヒトの行
動と適応に関する研究のため

朝鮮半島南部の花商岩岩石区と関
連金属鉱床の研究のため

恒星・銀河天文学の研究のため

4次元多様体に関する研究会出席
のため

パ リ日本館館長としての公務執行
のため

繊毛及び精子鞭毛の発生と機能に
関する国際会議出席及び動物生理
学に関する研究連絡のため

非平衡統計力学に関する研究のた
め

放射化学に関する研究のため

海外学術調査「中部太平洋におけ
る海面変動とテク トニクス」実施
のため
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所属  官職   氏   名

化 学 教 授 大 木 道 則

素粒子 助 手 武 田   廣

渡  航  目  的

曇遣暑ガイ書署惣屍事
情出学2誘

ette~相互衝突装置「PETRA」

発び :携鳥型壁面楚憂暫度督li型の
ためのソフトウエアの調査研究の
ため

国際協同実験電子・陽電子衝突実
験のため

中国人の自然人類学的研究実施の
ため

現代中国人の人類学的研究実施の
ため

線生場峰得畠Tをみ婁秀発g放射

霧荘享揉冒重晟秀発似
速器による

霧后手慢冒重優秀発想
速器による

第1回 ヨーロッノ滞田胞生物学会並
ご籐霞婦異窪霧塚死有

法論会議

「北日本後期新生代寒流系介形虫

銀慕菱杏星蒻撃智獣場竃量ヤ響螢

信番だ振
水準変動」の共同研究実

」塁詈言菖写香學重曇]言力罰坊
国際高等自動化研討会出席のため

素粒子物理学の歴史に関する国際

::言i:阜][[::倉
基
'I

「大規模山岳系の大気大循環に及
ぼす影響」に関する研究協力のた
め

憂ぁだzム
言語の形式的意味論研

乙易雀冒野ぶκ虜ノこ薦」党湯体

季ぜ昌」を自憔0つ察多す惣3砦のため

渡 航 先 国

ベルギー,ス イ
ス,連合王国

ドイツ連邦共和
国

渡航期間

7.10´V7.25

7. 1～
58. 3.31

素粒子 助 手

人 類 教 授

人 類 教 授

動 物 助教授

物 理 助教授

物 理 助 手

動 物 教 授

竹 下

尾 本 恵

埴 原 和

代 谷 次

釜 江 常

藤 井 啓

寺 山

徹  ドイツ連邦共不ロ
国

市 中華人民共和国

郎 中華人民共和国

夫 アメリカ合衆国

好 アメ リカ合衆国

文 アメリカ合衆国

宏 フランス
,

連合王国

郎 アメリカ合衆国

7.10´V
58. 3.31

7.  5-7. 18

7  5～ 7.18

7.  3～9. 13

7. 12～7. 19

7.20-8.20

7.10-7.25

7.10～ 9.  1地 質 教 授 花 井 哲

動 物 助教授 村 上 彰 イタ リア

地 物 助 手 中 村

ス

湾

　
　
　
ン

ス

ラ
イ

ム
ロ
　
　
フ
ス

泰

　

夫

利

　

嘉

井

　

口

國

　

山

授

　

授

教

　

教

報

　

理

情

　

物

光

情

　

物

　

化

報 助教授 佐 藤

理 教 授 佐々木

学 教 授 向 山

一 アメリカ合衆国

彦 連合王国

亘 大韓民国

昭 南アフリカ共和
国

7.  9-7. 18

7. 12-7.17

7. 19-8.  6

7. 17´ウ9.  6

7. 6-9. 6

7. 18～7.21

7 30-8. 8

Ol
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所属  官職  氏

物 理 教 授 宮 本

渡 航 先 国

オース トリア

イタリア,ス イ
ス, ドイツ運邦
共和国,ギ リシ
ア,オ ランダ

連合王国 ,

デンマーク

連合王国

連合王国

アメリカ合衆国

ドイツ連邦;共希ロ
国

ドイツ連邦共和
国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

台 湾

中華人民共和国

スイス

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和
国,ス イス

名

健 郎

隆

オース トラリア

アメリカ合衆国 ,

連合王国 ,フ ラ
ンス

渡航期間

7. 10´ψ7.25

7.18-9.  4

月 )

8.31～
58. 8.30

8.14´V9. 4

8.10～ 8.23

8.14～ 9.12

渡  航  目  的

国際原子力機関 (IAEA)主催
INTORワ ークショップフェーズ
ⅡA第 5セ ッション出席のため

国際天文連合第18回総会 ,第 102

出席痩ぶ臭ι物窪撃肥畠子を解臭
連絡のため

非品質構造国際会議出席及び非晶
質固体に関する研究のため

国際気球観測準備のため

国際気球観測準備のため

ポリミクト・ユークライ トの鉱物
学的 。結晶学的共同研究及び国際
隕石学会出席のため

国際協同実験電子・陽電子衝突実
験のため

国際協同実験電子・陽電子衝突実
験のため

[lЙ [承異看11書
喬箱当ネ角

「ハーバード大学国際画像会議」
出席及び人文地理学に関する研究
連絡のため

代数幾何学の研究のため

雰需疑麦蓼傷奎誘2電
術研究事情

中間子科学共同研究による実験及
び研究連絡のため

ベバラックにおける高エネルギー
重イオン反応の共同実験のため

国際共同研究,高エネルギー原子

酪属[慮曇勇墜晃乙先あ
ク構成子

重イオン核反応機構の多本論的研
究のため

霜磐暑若導電囲響倉藷暮癖発ぢ発
た

花撃足昌響1群勇倉隷億発g膜
生

電導性高分子及び生体高分子の中
性子散乱による研究及び時間分解
振動分光学国際会議出席のため

天 文 助 手 桜 井

物 理 教 授 二 宮 敏 行

地物研 助教授 ノ
lヽ り|1 禾J 紘

地物研 助 手 岩 上 直 幹

鉱 物 助教授 武 田   弘

物 理 教 授 小 柴 昌 俊

物 理 教 授 藤 井 忠 男

物 理 教 授 山 崎 敏 光

地 理 助 手 久 保 幸 夫

教 授 岩 堀 長 慶

教 授 佐々木   亘

物 理 教 授 山 崎 敏 光

物 理 助教授 永 宮 正 治

物 理 助教授 中 井 浩 二

学

理

数

物

7.10～ 9,20

7. 17-8.  3

7. 17´ウ8.  3

7.22-9.21

7.18´V8  8

7.24-8. 13

7.18-7.29

7.24´ψ8.11

7.20～ 7 30

7.26-8. 8

7.30-8. 8

7.30～ 8.20

7.29´や8.24

０
０

物 理 助 手 松 瀬 丈 浩 フランス

地 質 教 授 飯 島

植 物 助 手 北

東 カナダ

化 学 教 授 田 隅 三 生
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所属  官職

植 物 教 授

地 物 講 師

物 理 教 授

物 理 助 手

氏   名

安 楽 泰 宏

松 浦 充 宏

鈴 木 秀 次

大 塚 洋 一

渡 航 先 国

オース トラリア

アメリカ合衆国

オース トラリア

フランス, ドイ
ツ連邦共和国

ソビエ ト連邦

カナダ

ドイツ連邦共和
国

カナダ

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ソビエ ト連邦

アメ リカ合衆国

渡航期間

8. 10-8.23

8. 3´ウ

58. 8. 11

8. 14´ヤ8.24

8.23-9. 17

8.20´ 9ヽ, 3

8. 6～ 8.16

8. 3-
58. 3.31

8. 1-8. 17

8.15-8.27

8. 7～ 8.21

8. 8´ウ8.14

8.28-9. 5

8.20-9. 3

8. 3´ウ

58,  1. 24

8. 14-9.24

菫
豆
　

雄晴

田
　
　
田

水ヽ

　

黒

授

　

授

教

　

教

物

　

学

地

　

化

泰

　

雄

子

利

　

徹

徳

井

　

野

部

國

　

飯

渡

授

　

授

手

教

　

教

助

報

　

物

学

情

　

植

化

雄

　

志

成

　

濶

岡

　

山

地 物 助 手 兼 岡 一 良『 連合王国,フ ラ
ンス, アメリカ
合衆国 ,ス イス

,

アイスランド

生 化 助 手 東 島   勉 アメ リカ合衆国

渡  航  目  的

第12回国際生化学会出席及び生物
学に関する研究連絡のため

研究プロジェクトに関する討議及
び地震学に関する研究のため

第 6回金属及び合金の強度国際会
議出席のため

第16回半導体物理学国際会議出席
及び低温物理学に関する研究のた
め

奎露首受こ
おど箱襲肩學だ畠早管

第 1回国際藻類学会議出席のため

国際協同実験電子・陽電子衝突実
験のため

国際海洋会議出席及び東部北太平
洋の海洋物理学研究のため

零言誉セ雫」曇拿笛得憂歩易鐘麗
学に関する研究連絡のため

コンピュータ・ グラフィックス用
データベース共同研究のため

第13回国際微生物会議出席のため

第10回生体系の磁気共鳴に関する
国際会議出席及び分析化学に関す
る研究連絡のため

第 4回 日ソ確率論 シンポジウム出
席のため

PLTにおける高出力 ICRF加熱
実験のため

IAVCE1/1AGC主 催「主な岩

藝ヱ
イ
躙   燈3

研究連絡のため

第 10回生物系磁気共鳴国際会議出
席及び分子生理学に関する研究連
絡のため

中国における大学の学術研究事情
の視察及び協議のため

第10回生体系の磁気共鳴国際会議
出席及び研究連絡のため

物理化学に関する研究連絡及び第

繹日蒐豚
ス トラリア分光学会議出

第 3回 マルセル・ グロスマン会議
出席及び一般相対論に関する研究
連絡のため

数 学 教 授 田 村 一 郎

植 物 教 授 田 沢  仁

素粒子 助 手 川 本 辰 男

数 学 助 手 楠

物 理 助教授 遠

学 教 授 小 松

化 助教授 荒 田

学 教 授 朽 津

彦二郎 中華人民共和国

洋 治 アメリカ合衆国

耕 三 ニュージーラン
ド,オ ース トラ
リア

公 夫 中華人民共和国

数

　

生

　

化

8. 17-9.  7

8.13´V8.26

8.25切 . 7

8. 2～ 9. 1

8.29-9. 6物 理 助 手 坪 野
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雄

　

之

辰

　

茂

沢

　

山

宮

　

横

授

　

手

教

　

助

化

　

化

生

　

生

所属  官職  氏   名

地 質 助 手 増 田 俊 明

物 理 助 手 梶 田 晃 示

化 学 教 授 田 丸 謙 二

化 学 講 師 内 藤 周 式

渡  航  目  的

』篠丞裏£雇良修種喜尭畳露袴畠
する研究連絡のため

需習兄告
物系磁気共鳴国際会議出

需盤兄場雀至稚量券腸異鼈念語党
め

言f曇
煮場鐘筆愕畠甲管拿憂窪層

]i彗
言暑菫[菖ζ馨子発色稔:

長泰花景震怒惜畠子ゼぶ臭途霧雰ため

蜃需密莞機
に関する国際夏の学校

]芸見ヨ昌漂基象琶鳥密諄完肇藷

今督1:砦獲ぶ耕奥ま濾l瞥だZポ
ジ

富霜暴澄蓼禽套

'2露

術研究事情

アクチンに関する国際生化学会サ
ニ易場理阜だ畠子とぶ桑理霧舌だめ
大気球による大気観測のため

大気球による大気観測のため

類 教 授 尾

物 教 授 水

理 助教授 若

本 恵 市

野 丈 夫

林 健 之

渡 航 先 国

ドイツ連邦共不日
国,ス イス,イ
タリア,フ ィン
ランド

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

ドイツ連邦共和
国 ,フ ランス

中華人民共和国

中華人民共和国

オランダ

アメリカ合衆国

オース トラリア

中華人民共和国

オース トラリア

アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

渡航期間

8.25´ψ9.25

8.28-9. 6

8.28-9・  8

8,23-9.16

8.28´ウ9.21

8.28-9. 8

8.13-8.29

8.30´ウ9.15

8.14-8.24

8.13-8.26

8.21´ウ8.27

人

　

郎

朗

　

健

馬

　

本

有

　

宮

授

　

授

教

　

教

理
　
　
理

物

　

物

人

　

動

　

物

地物研 助教授 」ヽ

地物研 助 手 岩

化 学 助教授 原 口 紘 衆 タ イ 3 「熱帯における水田の高度利用と
窒素循環」の研究実施のため

紘

　

幹

利

　

直

川

　

上

8.30～
10.  6

8.30-
10.  6

8.25´V9.

毎 月 1日 は

「省エネルギー」

の 日 で す。
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編  集 後  記

夏体み中にも拘らず大勢罐 様のど協力をいただきまし.たも識に有難

うござい.ま した。 儒 罪 )

．
１

晨

颯

■

暑

あなたです.′

火事を出すの,も

|(賛家F学雪)

物理)

鰤 )

(岬)

1蛾)

内線 40‐ 5,3

4123

4・299

4‐357

4482

茂
―

郎

彦

市

紘

太

・孝

恵

高

甲

野

木

本

腰
飯^

松
一露
尾
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